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を用いた加速器質量分析法(AMS)を開発した。シリコン 32 の同重体である 16O2分子を用いたパ
イロット分子ビーム法により、大型タンデム加速器の電圧安定制御を実施した。測定試料は SiO2
として、28Si-では 430 nAのビーム電流値を得た。測定対象核種の 32Si8+について加速電圧 9 MV
で、加速エネルギー81 MeVにより AMS測定を実施した。新たに開発したガスΔE-半導体検出器
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計測は、炭素 14 [14C(半減期 5730年)]を中心
にベリリウム 10    [10Be(半減期 151 万年)]、
アルミニウム 26 [26Al(半減期 71.6 万年)]、
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(２) シリコン 32(32Si)は、主に 2 次宇宙線
と大気中の Ar の核破砕反応により生成され
る誘導放射性核種である。しかしながら、天















































 本研究では、筑波大学の 12UD ペレトロン
タンデム静電加速器を利用した。加速電圧制








径 1000 mm, E/q = 10 MeV)、45°分析電磁石
を開発した。また、加速器パラメータは、28Si8+




システム全体の Siビームの透過率は、約 5 %
であった。図 1に 32Siの AMS測定の加速器設
定の概略図を示す。 
32Si8+については加速電圧 9 MV として、加
速器パラメータ設定に利用した 28Si8+に対し
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（３）ガスΔE-半導体 E 検出器の開発 

































 加速器質量分析用の負イオン源に SiO2 試
料を装填し、引き出された負イオンの質量分








判明した。最終的に SiO2：Nb = 1:1の割合で
混入させた試料を AMS 測定に利用した。28Si-
ビームは 250～430 nA程度となった。また 32Si
と同重体の 16O2
-は、加速器電圧の安定制御に







Ion B[mT] Current [nA] 
16O- 420.01 4400 
28Si- 555.84 277 
29Si- 565.68 14.4 
30Si- 575.44 8.2 
16O2
- 594.4 27 
35Cl- 621.49 75 
37Cl- 638.83 21 
28SiO- 696.95 2.1 
29SiO- 704.95 0.8 
30SiO- 712.59 0.12 
28Si2
- 786.23 5.8 
28SiO2
- 813.89 122 
29SiO2
- 820.71 8 
30SiO2
























(２) AMSによる 32Siの測定結果 























































 32Si 検定試料(32Si/natSi = 2.3×10-11)の加
速器質量分析法による粒子識別 2次元スペク
トルを図 4 に示す。32Si11+(81.0 MeV)に関し
て、妨害となる 32S11+の散乱粒子との分離識別
に成功した。5分間測定で、32Si11+の粒子検出















図 4 32Si 検定試料の粒子識別 2 次元スペク
トル 
 
 また検出限界測定の為の SiO2 試薬を用
いたブランク試料の測定結果を図 5に示す。
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